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要約 

 

 

本研究は、日本の東証一部、二部、マザーズ、ジャスダックに上場する企業の取締役会

における女性の活躍が、企業の業績を向上させる効果を有するか分析する。その際、取締

役ではない執行役、執行役員のデータは除き、純粋な取締役会構成メンバーである女性割

合を用いている。更に、女性取締役割合を女性社内取締役割合、女性社外取締役割合に分

けて分析することで、それぞれがガバナンスに与える影響も分析する。 

内生性を考慮した分析の結果、一部上場企業において女性取締役割合、女性社内取締役

割合、女性社外取締役割合、それぞれが ROEを向上させる効果がみられ、特に女性社外取

締役割合は多ければ多いほど効果が高まるわけではなく、男女間のバランスが重要である

ことが示唆された。一方、二部、マザーズ、ジャスダック上場企業においてはそうした傾

向はみられず、特にコーポレートガバナンス・コードによって女性の活躍促進が促されて

いる二部上場企業においては、コード適用の効果はみられなさそうであった。 
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